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5.SBRの 銚 子 と宮 古 島 に お け る
屋 外 暴露 試 験 に よ る特 性 の 変 化 を
比 較 した。 そ の結 果、 熱 分 解 初 期
に お け る活 性 化 エ ネ ル ギー は銚 子
暴 露 試料 が大 き く、 熱 分 解初 期 の
H、o,CO、の発 生 量 も銚 子 暴 露 試 料
が多 か った.室 温 に お け る弾 性 率 雪12
や、 温 度 に対 す る傾 向 も銚 子 暴 露 暑9
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試 料 、 宮 古 島 暴 露試 料 で異 な った。 εa6
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劣 化 の特 性 評 価 には 多 角 的 な 検 討 名93
が必 要 で あ る が、 これ らの結 果 は、 量 ×の)0
屋 外 暴 露 条 件 の違 い に よ る劣 化 の
特 性 評 価 法 と して各 種 熱分 析 手 法
が有 効 で あ る こ とを示 す もの と考 え る。
1.合 成 ゴ ム の ウ エ ザ リ ン グ に よ る劣 化 解 析 に 関 す る研 究 と して 、SBRを と りあ げ 、 各 種 熱
分 析 手 法 に よ る 特 性 評 価 を 行 な い、 宮 古 島 と銚 子 の標 準 屋 外 暴 露 に お け る比 較 を 行 な った 。
2.実 験 に はSEIKOSSC5000TG/DTA300,DSC100及びTMA/SS120を用 い た。TMA/SS,DSCは5℃
/minで昇 温 し、 そ れ ぞ れ 窒 素 中 で 測 定 した。TG/DTAでは 小 沢 法 に よ る 熱 分 解 過 程 の 速 度 論
的 解 析 も行 な っ た。
TMA/SSでは 、 暴 露 面 を 上 に し て 振 動 荷 重 に よ り測 定 した 。 ま た 測 定 に 先 だ って 、 各 試 料 の
表 面 状 態 を ビ デ オ マ イ ク ロ ス コ ー プ に よ り観 察 した。
3.用 い た 試 料 はSBRの明 色 配 合 で あ り、 暴 露 条 件 は 標 準 屋 外 暴 露 、 宮 古 島6ヶ 月,12ヶ月,
18ヶ月 及 び 銚 子6ヶ 月,18ヶ月 で 、 日本 ゴ ム 協 会 、 環 境 劣 化 研 究 分 科 会 に よ る合 成 ゴ ム の 耐
候 性 に 関 す る第 二 次 共 同 研 究 の 試 料 の 一 部 で あ る。
4.表 面 観 察 の 結 果 、 全 暴 露 試 料 に お い て 方 向 性 の な い 亀 裂 が 観 測 さ れ た。 熱 分 解 開 始 温
度 及 び終 了 温 度 は 暴 露 に よ り あ ま り変 化 しな か っ た。 小 沢 法 に よ る 熱 分 解 過 程 の 速 度 論 的
解 析 の 結 果 、10%～20%と40%～80%にお い て は 活 性 化 エ ネ ル ギ ー は 変 化 率 に よ って あ ま り変
化 しな か った 。 結 果 をTable1に 示 す 。 特 に 熱 分 解 初 期 に お い て 銚 子 暴 露 試 料 の 活 性 化 エ
ネ ル ギ ー が 大 き くな っ て い る こ と が わ か る。TG-FT-IRによ る熱 分 解 過 程 の 発 生 ガ ス 分 析 の
結 果 、 熱 分 解 初 期 の360℃ に お け るH、0,CO、の 発 生 量 は 銚 子 暴 露 試 料 〉 宮 古 島 暴 露 試 料 〉 未
暴 露 試 料 の 順 で あ った ◎ 圧 縮 方 向 の 振 動 荷 重 に よ るTMA/SS測定 の 結 果 、 未 暴 露 試 料 と銚 子
暴 露 試 料 で は 温 度 と共 に 弾 性 率 が 低 下 す る が 、 宮 古 島 暴 露 試 料 で は 増 加 傾 向 で あ った 。 結



























TG-FT-IRの 測 定 を し て い た だ い た セ イ コ ー 電 子 工 業(株)の 市 村 裕 氏 に 感 謝 致 し ま す 。
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